
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
が
生
息
す
る
森
林
と
の
緩
衝
地
帯
で
あ
っ
た
里
山
の
管
理
が
衰
退
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
動
物
と
人
間
と
の
接
触
の
機
会
が
拡
大
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
も
拡
大
傾
向

に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
平
成
十
一
年
に
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
が
改
正
さ
れ
、
シ
カ
の
よ
う
に
著
し

く
増
加
し
た
野
生
鳥
獣
、
あ
る
い
は
ク
マ
の
よ
う
に
一
部
の
地
域
で
著
し
く
減
少
し
た
野
生
鳥
獣
の
地
域
個
体
群
に
つ
い
て
、

科
学
的
か
つ
計
画
的
に
個
体
数
管
理
や
生
息
環
境
の
保
全
等
を
実
施
す
る
た
め
の
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
の
仕
組
み
が

創
設
さ
れ
た
。
県
で
は
、
シ
カ
保
護
管
理
計
画
を
平
成
十
二
年
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
管
理
計
画
を
十
五
年
に
策
定
し
た
。

市
町
で
も
、
野
生
鳥
獣
の
適
正
な
管
理
の
た
め
の
様
々
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
神
戸
市
で
は
、
平
成
十
四
年

四
月
、「
神
戸
市
い
の
し
し
の
出
没
及
び
い
の
し
し
か
ら
の
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」（
イ
ノ
シ
シ
条
例
）
が
制
定
さ
れ
、

イ
ノ
シ
シ
が
い
た
ず
ら
に
人
に
慣
れ
、
住
宅
地
等
に
出
没
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
住
宅
地
等
で
、
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
に

食
物
を
与
え
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
。

第
三
節
　
文
化
復
興
と
芸
術
文
化
の
創
造

一　

震
災
か
ら
の
文
化
復
興

文
化
の
重
要

性
の
再
認
識

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
多
く
の
文
化
施
設
が
損
傷

し
た
ば
か
り
か
、
文
化
の
担
い
手
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
混
乱
と
動
揺
か
ら
一
息
つ
い
た
頃
、
人
々
を
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勇
気
づ
け
、
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
の
は
や
は
り
文
化
や
芸
術
で
あ
っ
た
。
発
生
し
た
年
早
々
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基

金
（
以
下
、
復
興
基
金
）
等
に
よ
る
文
化
復
興
の
支
援
と
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
な
ど
芸
術
家
自
身
に
よ
る
文
化
復
興
の
展
開

が
あ
っ
た
。
同
年
末
の
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
は
、
傷
つ
い
た
被
災
者
の
心
に
鎮
魂
と
希
望
の
灯
り
を
と
も
し
た
。

　
平
成
六
年
四
月
に
発
足
し
た
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
は
、
六
月
に
旗
揚
げ
公
演
「
海
を
山
に
」
を
上
演
し
て
好
調
な
滑
り
出
し

を
見
せ
、
翌
年
一
月
二
十
五
日
に
は
第
二
回
公
演
「
風
の
中
の
街
」
の
初
日
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
一
週
間
前
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
五
月
に
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
震
災
二
五
日
後
の
二
月
十
一
日
に
は
早
く
も
尼

崎
市
立
難な
に

波わ

小
学
校
を
皮
切
り
に
第
一
次
被
災
地
激
励
活
動
を
開
始
し
た
。
四
月
八
日
ま
で
被
災
地
域
の
五
市
五
町
で
「
も
も

た
ろ
う
」「
大
き
な
カ
ブ
」
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た
童
話
や
民
話
に
基
づ
く
寸
劇
を
各
地
の
避
難
所
で
合
わ
せ
て
五
二
回
も
上

演
し
、
震
災
で
打
ち
の
め
さ
れ
た
被
災
者
ら
を
励
ま
し
た
。
続
い
て
第
二
次
活
動
と
し
て
十
、

十
一
月
に
日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
て
本
格
的
な
舞
台
劇
「
学
校
ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
ろ
」
計

一
四
公
演
を
六
市
二
町
の
一
二
カ
所
で
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
二
次
に
わ
た
る
計
六
六
公
演
に

よ
り
、延
べ
一
万
六
〇
〇
〇
人
を
動
員
し
た
。
こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
、震
災
直
後
か
ら
様
々

な
芸
術
家
や
芸
術
団
体
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
・
展
覧
会
な
ど
の
慰
問
活
動
が
活
発
に
展

開
さ
れ
た
。
芸
術
家
た
ち
は
、
震
災
に
翻
弄
さ
れ
、
存
在
意
義
を
問
い
な
が
ら
、
芸
術
文
化
の

価
値
を
被
災
地
に
示
し
続
け
た
。

　
震
災
直
後
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
近
隣
で
は
公
演
の
開
催
を
見
合
わ
せ
た
所
が
多
く
、
東
京

な
ど
の
遠
隔
地
で
は
犠
牲
者
へ
の
弔
意
を
表
し
た
り
、
義
援
金
を
募
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
目

写真 200　ピッコロ劇団による被災地激励活動
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立
っ
た
。
一
方
、
外
国
人
を
含
む
芸
能
界
の
反
応
は
素
早
く
、
義
援
金
や
緊
急
物
資
の
送
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
激
励
公
演
も
震
災
一
週
間
後
に
は
始
ま
っ
た
。
二
月
に
入
る
と
、
被
災
地
域
以
外
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
地
へ
の
慰
問
・
激
励
活
動
も
増
え
、
三
月
中
旬
に
い
っ
た
ん
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
そ
う
し
た
外
部
の
芸
能

人
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
被
災
地
の
芸
術
文
化
関
係
者
の
活
動
が
再
開
す
る
。
内
外
共
に
同
じ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
形
式
で
も
地
域

外
か
ら
の
活
動
は
義
援
金
集
め
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
被
災
地
域
で
は
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
戸
惑
い
が

根
強
く
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
へ
の
配
慮
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
へ
の
模
索
も
加
わ
っ
た
複
雑
な

心
境
は
、
被
災
地
に
住
む
芸
術
家
が
抱
え
た
葛
藤
で
も
あ
っ
た
。

　
慰
問
・
激
励
活
動
で
目
立
つ
の
は
、
芸
能
分
野
の
タ
レ
ン
ト
、
特
に
宝
塚
歌
劇
団
関
係
者
と
落
語
・
漫
才
な
ど
の
演
芸
関
係

者
の
活
躍
で
あ
る
。
次
い
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ど
の
音
楽
関
係
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
で
は
、
大
阪
を
拠
点
と
す
る

日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
が
、
神
戸
市
文
化
振
興
財
団
と
兵
庫
県
文
化
協
会
の
支
援
を
得
て
二
月
十
五
日
か
ら
一
〇
回
の
慰
問
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ジ
ャ
ズ
で
は
三
月
に
「
甦
れ
、
神
戸
の
ア
ー
チ
ス
ト
た
ち
」
と
題
し
た
ラ
イ
ブ
「
Ｗ
Ｏ
Ｎ　
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ

Ｄ　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
を
催
し
た
ほ
か
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
で
被
害
を
受
け
た
長
崎
県
島
原
市
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
も
駆
け
付
け

た
。
映
画
や
ビ
デ
オ
の
上
映
も
避
難
所
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

　
演
劇
関
係
で
は
、
先
に
触
れ
た
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
の
ほ
か
に
も
、
親
子
で
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
感
性
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す

る
団
体
「
子
ど
も
劇
場・お
や
こ
劇
場
」
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
演
の
仲
介
活
動
は
注
目
に
値
す
る
。
県
立
こ
ど
も
の
館
（
姫

路
市
）
で
は
、
二
月
か
ら
神
戸
市
内
の
小
学
校
や
保
育
所
で
人
形
劇
や
紙
芝
居
を
上
演
し
た
。
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場
ひ
ょ
う
ご

舞
台
芸
術
も
、
震
災
で
一
カ
月
延
期
さ
れ
た
第
九
回
公
演
「
ゲ
ッ
ト
ー
」（
六
月
二
十
四
日
～
七
月
二
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
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劇
場
）
に
際
し
、
被
災
者
を
無
料
招
待
し
た
。
六
月
か
ら
例
会
を
再
開
し
た
神
戸
勤
労

者
演
劇
協
議
会
（
労
演
。
現
神
戸
演
劇
鑑
賞
会
）
で
も
毎
回
被
災
者
五
〇
人
を
招
待
し
た
。

「
ゲ
ッ
ト
ー
」
は
、
東
京
の
シ
ア
タ
ー
コ
ク
ー
ン
で
も
上
演
さ
れ
た
。

　
片
や
、
美
術
分
野
の
立
ち
上
が
り
は
少
し
遅
れ
、
五
月
ご
ろ
か
ら
復
興
支
援
活
動
が

始
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社
が
毎
秋
開
催
し
て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美

術
展
「
名
士
名
流
作
品
展
」
の
会
期
を
繰
り
上
げ
て
五
月
二
十
～
二
十
六
日
に
大
阪
で

開
く
に
あ
た
り
、
名
称
を
「
世
界
が
手
を
さ
し
の
べ
る
美
術
展
」
と
改
め
、
ド
イ
ツ
と

イ
タ
リ
ア
の
作
品
を
「
芸
術
が
神
戸
を
救
う
時　
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
現
代
美
術
展
」

と
銘
打
っ
て
公
開
し
た
。

破
壊
さ
れ
た
芸
術

文
化
施
設
と
復
旧

端は
た
信の

ぶ
行ゆ

き
京
都
橘
女
子
大
教
授
の
報
告
『
文
化
活
動
の
展
開
』（
平
成
十
七
年
三
月
、復
興
一
〇
年
委
員
会
編
『
阪

神
・
淡
路
大
震
災　
復
興
一
〇
年
総
括
検
証
・
提
言
報
告
』
別
冊
）
に
よ
る
と
、
震
災
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

た
文
化
財
建
造
物
は
、
国
指
定
四
六
件
・
県
指
定
五
四
件
・
市
町
指
定
四
三
件
あ
り
、
被
害
総
額
は
指
定
文
化
財
だ
け
で
一
〇

〇
億
円
近
く
に
も
達
し
た
。

　
未
指
定
の
文
化
財
建
造
物
で
は
調
査
さ
れ
た
一
〇
三
九
件
の
う
ち
約
七
四
％
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
未
指
定
文
化
財
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
う
ち
約
三
〇
〇
件
に
復
興
基
金
か
ら
の
助
成
が
あ
っ
た
が
、
大
量
の
修
理
に
は
人

的
資
源
が
不
足
し
た
。

　
膨
大
な
美
術
工
芸
品
が
阪
神
間
に
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
多
く
は
未
指
定
で
所
在
情
報
も
無
か
っ
た
た
め
、
損
壊
建
物
を

写真 201　�兵庫現代芸術劇場ひょうご舞台芸術
公演「ゲットー」
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撤
去
す
る
際
、
廃
棄
・
散
逸
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。
そ
こ
で
文
化
庁
や
県
教
育
委
員
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
計
三
〇
機
関
に
よ
り
「
被
災
文
化
財
等
救
援
委
員
会
」
を
開
設
し
て
文
化
財
レ
ス

キ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
加
え
て
県
内
と
周
辺
府
県
の
博
物
館
な
ど
に
一
時
保
管
を
依
頼
し
た
。

ま
た
歴
史
学
会
連
絡
会・歴
史
資
料
保
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
史
料
ネ
ッ
ト
）で
は「
パ
ト
ロ
ー

ル
調
査
」
を
行
い
、
多
く
の
被
災
文
化
財
が
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
う
し
た
行
動
は
以
後
、
災
害
時
に
は
建
造
物
と
同
じ
く
、
未
指
定
を
含
め
広
く
美
術
工
芸
品

に
対
し
て
も
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
た
被
災
調
査
を
行
う
契
機
と
な
っ
た
。

　
震
災
は
多
く
の
文
化
施
設
に
も
被
害
を
も
た
ら
し
、
活
動
を
停
止
さ
せ
た
。
阪
神
地
域
の
公

立
美
術
館
・
博
物
館
の
う
ち
、
被
害
の
申
請
を
し
て
何
ら
か
の
助
成
を
受
け
た
施
設
は
三
五
件

に
上
り
、
公
立
の
文
化
ホ
ー
ル
も
二
五
施
設
が
同
基
金
等
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
。
特
に
被

害
が
大
き
か
っ
た
伊
丹
市
立
文
化
会
館
は
閉
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
館
と
し
て
の
再
開
は
平

成
十
年
十
一
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
様
に
打
撃
を
受
け
た
神
戸
国
際
会
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
も
平
成
十
一
年
五
月
で
あ
っ
た
。
ま
た
宝
塚
大
劇
場
は
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
が
壊
れ
て
大
量
の
水
が
噴
き
出
し
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
の
内
装
の
ほ
か
、
衣
装
倉
庫
・
舞

台
機
構
も
使
用
不
能
と
な
っ
た
た
め
二
月
か
ら
の
公
演
が
中
止
さ
れ
、
三
月
末
か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
五
月
半
ば
ま
で
の
一

カ
月
半
の
観
客
数
は
前
年
比
の
三
分
の
二
に
減
少
し
た
。

表 85　史料ネットの作業実績（震災後3カ年度）

作業内容 平成7〜 9年度　合計
史料救出・保全行動 44件　505人

（自治体職員等を含む、うち史料ネット334人）
被災史料所在パトロール
調査5市域

37回　326人
（自治体職員若干名含む）

史料整理作業 1件　97日間　483人
（全史料協有志、自治体職員等含む）

� （「阪神・淡路大震災復興誌」を参照して作成）
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芸
術
文
化
復
興

活
動
の
展
開

被
災
地
で
は
、
復
興
基
金
に
よ
る
被
災
地
芸
術
文
化
活
動
補
助
事
業
を
は
じ
め
、
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸

と
後
継
の
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
、Ｐ
＆
Ｇ
「
神
戸
ま
ち
づ
く
り
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
基
金
」、フ
ェ

リ
シ
モ
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ　
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
二
〇
〇
五
夢
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
民
間
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
が
展
開
さ

れ
た
。
一
方
で
、
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」
や
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
拠
点
と
な
る
新
た
な
施
設
の
整
備
が
進
む

中
、
公
立
文
化
施
設
の
予
算
や
入
場
者
の
減
少
に
よ
り
、
施
設
の
民
間
委
託
や
閉
鎖
を
視
野
に
入
れ
る
動
き
も
出
て
き
た
。
ま

た
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
文
化
活
動
を
担
う
人
材
づ
く
り
の
制
度
化
の
面
で
も
課
題
が
残
っ
た
。

　
芸
術
家
ら
に
よ
る
文
化
復
興
も
多
方
面
で
活
発
に
行
わ
れ
、
中
で
も
「
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
」
は
、
ま
だ
一
人
ひ
と
り

の
生
活
が
壊
滅
状
態
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
く
も
震
災
翌
月
の
平
成
七
年
二
月
十
八
日
に
文
化
復
興
を
目
指
す
運
動
を

始
め
た
。
会
の
名
称
に
は
「
神
戸
の
文
化
は
自
ら
の
手
で
守
る
と
の
決
意
と
、

芸
術
家
自
身
も
神
戸
復
興
の
た
め
に
力
を
結
集
す
る
」
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
。
詩
人
の
伊い

勢せ

田だ

史し

郎ろ
う

が
委
員
長
に
就
任
し
た
ほ
か
、
画
家
・
中な

か
西に

し
勝ま

さ
る、

音
楽
評
論
家
・
井い
の

上う
え

和か
ず

雄お

、
美
術
評
論
家
・
伊い

藤と
う

誠ま
こ
と、

作
曲
家
・
中な

か
西に

し
覚さ

と
るら

の
芸
術
家
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
芸
術
家
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
画
廊
主
・
島し
ま

田だ

誠ま
こ
とや
日
本
画
家
・
梅う

め
田だ

奈な

加か

子こ

ら
が
事
務
局
を
担
い
、「
神
戸
文
化
復
興

基
金
」
を
創
設
し
て
、
芸
術
関
係
者
へ
の
緊
急
支
援
を
行
う
な
ど
多
彩
な
活

動
を
行
っ
た
。
震
災
発
生
か
ら
八
年
目
を
迎
え
た
平
成
十
四
年
一
月
十
七
日
、

最
後
の
事
業
と
し
て
、
俳
優
・
竹た
け
下し

た
景け

い
子こ

を
招
へ
い
し
た
「
忘
れ
ら
れ
な
い

写真 202　�「忘れられない1･17詩と音楽の夕べ」
を報じる新聞（神戸新聞 平成 14
（2002）年 1月 18 日）
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１
・
１
７
詩
と
音
楽
の
夕
べ
」
を
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
で
実
施
し
、
全
国
か
ら
公
募
し
た
「
震
災
を
読
み
込
ん
だ
詩
」
一
〇

三
点
か
ら
選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
に
対
し
て
伊
勢
田
史
郎
委
員
長
か
ら
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・
神
戸
賞
を
贈
り
、
ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
・

神
戸
は
七
年
間
の
活
動
に
終
止
符
を
打
っ
た
。　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
、
神
戸
の
ま
ち
と
市

民
の
夢
と
希
望
を
象
徴
す
る
行
事
と
し
て
「
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
、
震
災
が

発
生
し
た
平
成
七
年
の
十
二
月
十
五
日
日
没
後
、
神
戸
市
中
央
区
の
旧
居
留
地

で
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
一
一
日
間
開
催
さ
れ
た
。
年
初
の
悲
し
い
出
来
事
に
よ

る
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
と
鎮
魂
の
意
を
込
め
た
「
送
り
火
」
に
、
間
も
な
く
新
し

い
年
を
迎
え
る
復
興
・
再
生
へ
の
夢
と
希
望
を
託
し
た
。
ま
だ
震
災
の
影
響
が

色
濃
く
残
る
神
戸
の
夜
に
初
め
て
灯
っ
た
荘
厳
な
光
の
芸
術
「
ル
ミ
ナ
リ
エ
」

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
（
一
六
世
紀
後
半
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
）
に

盛
ん
に
創
ら
れ
た
装
飾
芸
術
で
、
光
の
魅
力
を
駆
使
し
た
建
築
物
が
起
源
と
さ

れ
、
後
に
イ
タ
リ
ア
南
部
で
電
気
照
明
を
使
用
し
た
幻
想
的
な
光
の
彫
刻
に
変

化
を
遂
げ
、
現
在
の
形
態
と
な
っ
た
。

　
最
初
の
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
テ
ー
マ
は｢

夢
と
光｣

。
震
災
で
打
ち
ひ
し
が

れ
た
神
戸
の
ま
ち
と
市
民
ら
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
・
希
望
を
与
え
た
。
延
べ

二
五
四
万
二
六
七
八
人
の
来
場
者
を
数
え
る
人
気
で
、
会
期
終
了
直
後
か
ら
継

表 86　神戸ルミナリエ10年の歩み

回 年 会期 総来場者数
（千人） 作品テーマ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

平成  7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

12.15 ～ 11日間
12.12 ～ 14日間
12.12 ～ 14日間
12.11 ～ 15日間
12.13 ～ 14日間
12.12 ～ 14日間
12.12 ～ 14日間
12.12 ～ 14日間
12.12 ～ 14日間
12.13 ～ 14日間

2,543
3,856
4,732
5,164
5,158
4,738
5,190
4,640
5,066
5,383

夢と光
讃歌ー輝けるときを求めて
大地の星たちに捧げる
光の星空
“Pure（ピュア）”な光の下で
光の永遠（インフィニティー）
光の願い
光のぬくもり
光の地平線
神戸、光の都

（注）総来場者数は平成8年以降、メイン会場のみ
� （神戸ルミナリエホームページ等を参照して作成）
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続
を
求
め
る
声
が
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
後
も
毎
年
行
わ
れ
、
平
成
三
十
年
に
は
二
四
回
目
を
数
え
た
。

文
化
施
設
の

拠
点
づ
く
り

平
成
十
七
年
十
月
、
西
宮
市
高
松
町
に
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
平
成
二
年
度

か
ら
実
に
一
五
年
に
も
わ
た
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
構
想
が
進
め
ら
れ
た
（
第
二
編
第
四
章
第
三

節
三
参
照
）。
三
年
度
に
発
足
し
た
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場
の
ほ
か
、
四
年
に
は
「
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
」
制
作
の
「
獅
子
を
飼
う

～
利
休
と
秀
吉
」
な
ど
の
公
演
が
多
く
の
観
客
を
集
め
た
。
さ
ら
に
海
外
か
ら
若
者
ら
で
編
成
さ
れ
た
バ
レ
エ
団
や
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
招
い
た
ほ
か
、
舞
台
芸
術
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
な
ど
の
多
彩
な
活
動
を
助
走
路
と
し
、「
ソ
フ
ト
先
行
に
よ

る
成
功
例
」
と
注
目
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
だ
け
を
見
る
と
順
風
満
帆
に
思
え
る
が
、
そ
も
そ
も
構
想
に
上
が
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）

年
度
を
初
年
度
と
し
向
こ
う
一
五
カ
年
を
見
越
し
た
「
兵
庫
二
〇
〇
一
年
計
画
基
本
構
想・基
本
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
現

代
芸
術
芸
能
セ
ン
タ
ー
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。
策
定
当
初
は
「
地
域
に
根
ざ
す
伝
統
文
化
か
ら
時
代
の
先
端
を
い
く
現
代
芸
術
・

芸
能
ま
で
様
々
な
領
域
に
お
け
る
文
化
活
動
の
拠
点
あ
る
い
は
基
盤
」
整
備
を
目
指
し
た
。
し
か
し
五
年
後
の
平
成
三
年
策
定

の
「
同
計
画
第
二
次
中
期
行
政
計
画
」
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
を
「
県
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対

応
す
る
高
度
な
文
化
創
造
・
発
信
・
交
流
機
能
の
形
成
を
図
る
た
め
、
世
界
的
な
舞
台
芸
術
の
創
造
と
交
流
の
拠
点
」
と
変
え
、

併
せ
て
建
設
プ
ロ
セ
ス
も
示
し
た
。
平
成
三
～
四
年
度
の
街
区
設
計
に
始
ま
り
、
四
～
五
年
度
に
は
基
本
設
計
に
移
り
、
五
年

度
着
工
、
八
年
度
に
施
設
の
完
成
・
開
館
を
目
指
し
た
。

　
し
か
し
、
関
係
者
間
の
調
整
を
要
す
る
中
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
実
現
が
大
幅
に
遅
れ
た
ば
か
り
か
、
セ
ン
タ
ー

の
コ
ン
セ
プ
ト
そ
の
も
の
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
震
災
直
前
ま
で
「
調
和
の
と
れ
た
街
区
景
観
の
形
成
や
芸
術
文
化
セ
ン
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タ
ー
施
設
を
核
と
し
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
性
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
し
て
い
た
根
本
と
な
る
方
針
が
、
震
災
に

よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
見
直
し
と
と
も
に
、
震
災
か
ら
の
本
格
的
復
興
を
迎
え
、
文
化
復
興
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
平
成
八

年
度
以
降
「
被
災
地
で
あ
る
阪
神
間
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
三
年
策
定
の
「
第
二
次
中
期
行
政

計
画
」
ま
で
中
核
に
据
え
ら
れ
て
い
た
「
舞
台
芸
術
」
に
代
わ
っ
て
、
震
災
後
、
中
心
が
「
音
楽
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
に
平
成
九
年
度
に
発
足
し
た
「
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
懇
話
会
」

（
座
長
：
新に

い
野の

幸こ
う

次じ

郎ろ
う

神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
で
は
「
震
災
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
混
乱
す
る
中
、
多
彩
な
舞
台
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、

と
り
わ
け
音
楽
は
、
人
々
の
心
を
癒
や
し
、
勇
気
を
与
え
励
ま
す
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
事
実
に
加
え
、
県
民
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
、
効
率
的
な
施
設
利
用
の
観
点
か
ら
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
音
楽
を
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
上
演
機
能
の
中
心
に

据
え
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
報
告
し
、
方
向
性
が
固
ま
っ
た
。

　
当
初
の
計
画
か
ら
九
年
遅
れ
て
完
成
し
た
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
四
面
舞
台
を
持
つ
歌

劇
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る
二
〇
〇
一
席
の
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
八
〇
〇
席
の
中
ホ
ー
ル
、

四
一
七
席
の
小
ホ
ー
ル
を
持
ち
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
演
劇
な
ど
芸
術
文
化

の
発
信
拠
点
と
し
て
、
様
々
な
舞
台
芸
術
を
展
開
し
て
い
る
。
主
催
・
貸
館
事
業
を
合
わ
せ

て
年
間
約
六
〇
〇
公
演
を
実
施
し
、
毎
年
約
五
〇
万
人
が
来
館
す
る
。

　
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
専
属
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
兵
庫
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ケ
）
が
誕
生
し
た
。
芸
術
監
督
・
指
揮
者
に
佐さ

渡ど

裕
ゆ
た
か

が
着
任
し
て
以
来
、「
全
て
の
人
々
の
心
に
明
る
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
よ
う
な
音
楽
活

写真 203　県立芸術文化センター

第三編　阪神・淡路大震災と創造的復興

584



動
を
」
の
抱
負
ど
お
り
、
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
多
様
な
演
目
を
披
露
し
て
き
た
。
同
楽
団

は
二
〇
～
三
〇
代
の
若
者
を
中
心
と
し
、半
数
が
外
国
人
で
、欧
米
な
ど
世
界
各
地
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
新
進
気
鋭
に
加
え
、
佐
渡
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
た
国
内
外

の
一
流
奏
者
も
結
集
し
た
。
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
三
十
五
歳
以
下
の
四
八
人
で
編

成
し
、
室
内
楽
か
ら
交
響
曲
を
含
む
大
編
成
管
弦
楽
曲
や
オ
ペ
ラ
ま
で
演
奏
し
て
き
た
。

世
界
一
流
の
客
演
指
揮
者
や
ソ
リ
ス
ト
を
招
聘
し
て
の
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、
名
曲
コ

ン
サ
ー
ト
、
ポ
ッ
プ
ス
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
特
別
公
演
や
室
内
楽

演
奏
会
な
ど
の
ほ
か
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
へ
の
出
演
や
県
内
全
て
の
中
学
一
年
生
対

象
の
「
わ
く
わ
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
教
室
」、
ホ
ー
ル
を
出
て
街
中
で
人
々
と
交
流
す
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
な
ど
を
実
施
し
た
。
最
長
三
年
の
在
籍
を
経
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
多
く
の
元
団
員
が
国
内
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
平
成
十
四
年
四
月
、
神
戸
市
中
央
区
脇
浜
海
岸
通
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
に
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
灘
区

原
田
通
の
県
立
近
代
美
術
館
を
引
き
継
ぎ
、
移
転
・
開
館
と
同
時
に
県
立
美
術
館
に
改
称
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・

安あ
ん
藤ど

う
忠た

だ
雄お

が
、
美
術
作
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
芸
術
の
融
合
の
場
と
し
て
設
計
し
た
建
物
は
、
構
成
こ
そ
単
純
明
快

な
が
ら
複
雑
多
様
な
空
間
体
験
が
で
き
る
。
例
え
ば
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
瞑
想
へ
と
誘
う
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
る

が
、
対
照
的
に
自
然
光
を
取
り
込
ん
だ
、
展
示
室
を
囲
む
ガ
ラ
ス
張
り
の
回
廊
な
ど
、
建
築
内
部
の
各
所
が
そ
れ
ぞ
れ
陰
影
に

富
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
南
に
広
が
る
大
阪
湾
に
接
す
る
「
な
ぎ
さ
公
園
」
と
巨
大
迷
路
の
よ
う
な
建
物
が
一
体
と
な
り
、
光
の

写真 204　�兵庫芸術文化センター管弦楽団のス
テージ
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変
化
を
演
出
す
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
、
日
本
建
設
業
連
合
会
に
よ
る
、

国
内
の
優
秀
な
建
築
作
品
に
与
え
ら
れ
る
第
四
六
回
Ｂ
Ｃ
Ｓ
賞
を
受
賞
し
た
。
館
内
に
は
企

画
展
示
室
三
、
常
設
展
示
室
六
、
ア
ト
リ
エ
二
の
ほ
か
、
神
戸
ゆ
か
り
の
金か
な
山や

ま
平へ

い
三ぞ

う
と
小こ

磯い
そ

良り
ょ
う
平へ

い
の
記
念
室
が
あ
り
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
、
美
術
情
報
セ

ン
タ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
も
備
え
る
。

　
収
集
は
、
旧
近
代
美
術
館
時
代
に
始
ま
る
「
内
外
の
近
代
彫
刻
・
版
画
」「
郷
土
ゆ
か
り

の
美
術
」
に
「
現
代
美
術
」
が
加
わ
っ
た
四
分
野
が
大
き
な
柱
で
、
蓄
積
は
約
一
万
点
に
も

上
り
、
多
様
な
美
術
館
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
作
家
だ
け
で
も
、
洋
画
の
神じ
ん
中な

か

糸い
と
子こ

・
岸き

し
田だ

劉り
ゅ
う
生せ

い
・
小こ

出い
で
楢な

ら
重し

げ
・
和わ

田だ

三さ
ん
造ぞ

う
・
菅す

が
井い

汲く
み
ら
、
日
本
画
で
は
村む

ら
上か

み
華か

岳が
く
・
竹た

け

内う
ち

栖せ
い

鳳ほ
う

・
富と

み
岡お

か
鉄て

っ
斎さ

い
・
橋は

し
本も

と
関か

ん
雪せ

つ
・
東

ひ
が
し

山や
ま

魁か
い

夷い

・
三み

谷た
に

十と

糸し

子こ

・
直じ

き
原は

ら

玉ぎ
ょ
く

青せ
い

ら
、
彫
刻
で
は
ロ
ダ
ン
・
ド
ガ
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
・

マ
イ
ヨ
ー
ル
・
シ
ー
ガ
ル
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
ら
の
外
国
人
の
ほ
か
淀よ
ど

井い

敏と
し

夫お

・
佐さ

藤と
う

忠ち
ゅ
う

良り
ょ
う・

舟ふ
な

越こ
し

保や
す

武た
け

ら
、
ま
た
版
画
で

は
ゴ
ヤ
・
マ
ネ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
・
ピ
カ
ソ
に
棟む
な
方か

た
志し

功こ
う
・
長は

谷せ

川が
わ
潔き

よ
し・
池い

け
田だ

満ま

寿す

夫お

・
東
山
魁
夷
ら
の
著
名
な
作
品
を
所
蔵
す

る
。

　
県
立
近
代
美
術
館
を
引
き
継
ぐ
形
で
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」
が
開
館
後
、
旧
近
代
美
術
館
は
芸
術
の
館
の
王
子
分
館
と

し
て
平
成
十
四
年
十
月
、
貸
し
ス
ペ
ー
ス
「
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
旧
近
代
美
術
館
は
解
体
さ
れ
る

方
向
に
あ
っ
た
が
、
住
民
や
美
術
愛
好
家
か
ら
の
強
い
存
続
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
大
規
模
な
補
修
が
加
え
ら
れ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
大
正
末
期
の
王
子
の
地
は
、
新
進
の
芸
術
家
ら
が
新
興
美
術
運
動
を
巻
き
起
こ
し
た
場
所
で
も
あ
り
、
都
道
府
県
立

写真 205　県立美術館「芸術の館」
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
は
日
本
最
大
級
の
展
示
面
積
を
誇
る

「
造
形
芸
術
の
拠
点
」
と
し
て
存
続
・
再
整
備
さ
れ
た
意

義
は
大
き
い
。
平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
は
、
旧
西
館
が

装
い
も
新
た
に
横よ
こ

尾お

忠た
だ

則の
り

現
代
美
術
館
と
な
っ
て
開
館
し

た
。

　
平
成
十
七
年
十
月
一
日
、
陶
磁
器
を
テ
ー
マ
と
し
た
兵

庫
陶
芸
美
術
館
が
篠
山
市
（
現
丹
波
篠
山
市
）
今こ

ん

田だ

町
上

立
杭
に
誕
生
し
た
。
平
安
時
代
末
期
に
始
ま
り
、
日
本
六

古
窯
の
一
つ
と
さ
れ
る
丹
波
焼
の
窯
業
地
「
丹
波
立た
ち
杭く

い
」

に
立
地
し
、
陶
芸
を
通
じ
た
県
民
の
交
流
促
進
と
兵
庫
の
陶
芸
文
化
の
発
展
を
目
的
と
す
る
。
所
蔵
品
は
、
全
但
バ
ス
（
本
社・

養
父
市
）
社
長
で
あ
っ
た
田た

中な
か
寛ひ

ろ
しの
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
兵
庫
県
陶
芸
館
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
陶
磁
器
を
核
と
し
て
、
地

元
の
丹
波
焼
を
は
じ
め
、
珉み
ん

平ぺ
い

（
淡
路
）
焼
（
南
あ
わ
じ
市
）・
東
山
焼
（
姫
路
市
）・
出
石
焼
（
豊
岡
市
）・
三
田
焼
（
三
田
市
）・

王
地
山
焼
（
丹
波
篠
山
市
）
な
ど
兵
庫
県
内
産
の
陶
磁
器
を
中
心
に
、
古
陶
磁
か
ら
現
代
陶
磁
ま
で
幅
広
く
収
蔵
す
る
。

二　

二
一
世
紀
を
切
り
拓
く
芸
術
文
化
の
創
造

芸
術
文
化
振
興
に
関　

す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
制
定

平
成
十
三
年
十
二
月
に
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
初
め
て
芸
術
か
ら
文
化
・
文
化

財
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
法
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
保
存
に
偏
り
、

写真 206　原田の森ギャラリー
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芸
術
文
化
は
「
個
人
の
活
動
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
法
で
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
は
「
活
動
を
行
う
者
の
自
主
性

を
尊
重
す
る
」
と
し
つ
つ
も
「
国
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務
」
と
明
記
し
、
国
の
明
確
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
意
義
は
大
き
い
。

同
法
施
行
ま
で
、
平
成
元
年
に
設
置
さ
れ
た
文
化
庁
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
「
文
化
政
策
推
進
会
議
」
が
計
二
五
回
も
の
討
議

を
重
ね
、
十
年
に
「
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
策
定
へ
結
実
さ
せ
た
。
同
プ
ラ
ン
で
は
「
心
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
を
形

成
し
て
い
く
た
め
に
は
」「
科
学
技
術
創
造
立
国
の
実
現
と
と
も
に
文
化
立
国
の
実
現
が
不
可
欠
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平

成
十
三
年
一
月
に
は
、
中
央
省
庁
の
改
革
に
よ
り
、「
国
語
」「
著
作
権
」「
文
化
財
保
護
」
の
各
審
議
会
等
を
整
理・統
合
し
て
、

新
た
に
「
文
化
審
議
会
」
が
文
部
科
学
省
内
に
設
置
さ
れ
た
。
同
年
四
月
「
文
化
を
大
切
に
す
る
社
会
の
構
築
に
つ
い
て
」
の

答
申
を
経
て
、
十
二
月
に
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
施
行
に
至
っ
た
。

　
県
で
は
、
基
本
法
に
先
駆
け
て
芸
術
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
基
本
法
を
受
け
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年
五
月
に
「
芸
術
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
翌
年
に
震
災
復
興
計
画
が
終
了
す
る
た
め
、

同
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
さ
ら
に
五
年
後
の
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
頃
を
想
定
年
次
と
し
、
長
期
に
わ
た
る
文
化
振
興
を
展
望

し
た
。
芸
術
文
化
を
「
人
間
や
社
会
に
欠
か
せ
な
い
公
共
財
」
と
位
置
づ
け
、「
芸
術
文
化
を
創
造
発
信
す
る
」「
芸
術
の
〝
場
〟

を
育
て
拡
げ
る
」「
文
化
力
を
高
め
、
地
域
づ
く
り
に
活
か
す
」「
み
ん
な
で
支
え
、
総
合
的
に
取
り
組
む
」
と
い
う
四
つ
の
基

本
方
向
が
示
さ
れ
た
。
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